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進捗報告（実行団体） 

 

● 提 出 日 ：2022 年 10 月 28 日 

● 事 業 名 ：子ども・若者を育む地域創造事業 

● 資金分配団体 ：一般財団法人大阪府地域支援人権金融公社  

● 実 行 団 体 ：特定非営利活動法人スイスイ・すていしょん   

 

① 実績値 

【資金支援】 

アウトプット 指標 目標値 

 

達成 

時期 

現在の指標の達成状況 進捗

状況

＊ 

 

地域住民にとって頼

れる機能を備えた居

場所ができる。 

 

① イベントの提供数 

② イベント参加者数 

③ イベント新規参加者

数 

④ イベント参加リピー

ター率 

⑤ スタッフとの日常の

つながりの実感 

① 子ども食堂(月1回)／自然体

験会(年 2 回)／学習体験会

(年 2回) 

② 子ども食堂(各 60 人)／自然

体験(各 30 人)／学習会(各

10 人) 

③ 各イベント(1 割) 

④ 各イベント(3 割) 

⑤ 当事者やスタッフがつなが

りを実感したストーリー 

2021 年

3 月 

① 子ども食堂(6 回実施)／自然

体験会(1 回実施)／学習体験

会(1 回実施) 

② 子ども食堂(のべ 389 人、平均

65 人)／自然体験(地蔵盆 100

人)／学習会(15 人) 

③ 子ども食堂(2 割)／自然体験

(4 割)／学習会(7 割) 

④ 子ども食堂(8 割)／自然体験

(6 割)／学習会(3 割) 

⑤ 別紙「実感ストーリー集」 

2 



2 
 

地域住民がスタッフ

の役割などを担う活

躍可能な場ができる。 

① 活躍の場の提供数 

② 活躍の場の利用数 

③ 活躍の場のリピータ

ーがいたか 

④ 当事者の活躍した実

感 

①子ども食堂(月 1 回)／自然体

験会(年 2 回)／学習体験会(年 2

回) 

② 子ども食堂(各2人)／自然体

験(各1人)／学習会(各1人) 

③ 各イベントに活躍の場とし

て利用するリピーターがい

た状態 

④ 当事者が活躍を実感したス

トーリー 

2021 年

3 月 

① 子ども食堂(6 回実施)／自然

体験会(1 回実施)／学習体験

会(1 回実施) 

② 子ども食堂(のべ 6 人、平均 1

人)／自然体験(地蔵盆 0人)／

学習会(0 人) 

③ 子ども食堂(リピーターあり)

／自然体験および学習会(参

加なし) 

④ 別紙「実感ストーリー集」 
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地域にて困りごとに

対応した相談の場が

できる。 

① 相談機会の提供数 

② 来談者数 

① 生活相談(週5日)および専門

相談(月 1回以上) 

② 各 1人以上 

③ 抱える課題の解決度合い 

2021 年

10 

① 生活相談(常時受付)／専門相

談(月 1回) 

② 生活相談(7 人)／専門相談(4

人) 

③ 別紙「実感ストーリー集」 

2 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 

 

② 事業進捗に関する報告 

1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の見込み 

  2.概ね達成の見込み 

2.アウトカムの状況 

A：変更項目 

☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの目標値 

 



3 
 

3. (任意）活動に関する報告 

 2022 年 2 月それまでの活動状況を受け、評価についてスタッフおよび評価の専門家を招き検討した結果、今年度よりアウトカムの内容

や表現、指標について変更を行いました。 

以下、アウトカムの変更比較です。指標等については評価計画書に反映済みです。 

 

1.淀川区加島にて、子ども食堂の場を提供することにより、子どもの孤食や個食等の予防に加え、保護者同士や高齢者が集い交流や情報交

換をすることを通じて、保護者は息抜きができ、高齢者は子どもたちの活力に元気がもらえる状態になる。⇒スタッフと保護者がつながっ

ている。 

     

2.淀川区加島にて、子ども食堂やおしゃべり会、学習の機会を提供することにより、人とのつながりから支え合いや高め合いの心、子ども・

若者の自立的な思考や行動力を育む状況を実現する。⇒地域の子ども達が交流でき、失敗しても良い場になれている。 

 

3.淀川区加島にて、相談の機会を提供することにより、社会孤立状態にあった人が必要な行政サービスや就職、社会参画などにつながり、

各々が抱える課題が解決され、安心・安定的な生活が営める状態になる。⇒地域住民の困りごとや課題が軽減または解消されている。 

 

4.淀川区加島にて、相談の機会を提供することにより、就労から遠のいた状態にあった人が、社会と段階的（ボランティア等）につながる

ことや、成功体験による自信の向上と、失敗体験による対策を検討できる状態になる。⇒社会とのかかわりが薄い人が社会とつながりを持

っている。 

    

5.淀川区加島にて、居場所や相談の機会を提供することにより、社会孤立状態にあった人が、本事業のイベントスタッフとして外出の機会

を増加させることや社会とつながること、スタッフとして頼られることを通じ、自己有用感を得ることができる状態になる。⇒社会とのか

かわりが薄い人が社会とつながりを持っている。(上記と統合) 

     

6.淀川区加島にて、上記事業を展開することによって地域力を高め、地域活性を実現する。⇒波及効果とするためアウトカムから除く。 
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③ 広報に関する報告 

1. シンボルマークの使用状況 

þ自団体のウェブサイトで表示している  þ広報制作物に表示している  

þ報告書に表示している þイベント実施時に表示している þその他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（自由記述）：本助成金において購入した物品全てにシンボルマークシールの貼付。 

 

2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 

   ・学習塾テラコヤ＋から取材を受け当該サイトに記事が掲載された 

2.広報制作物等 

   ・ブログの更新 

   ・各イベントチラシの作成 

3. 報告書等 

 ・資金分配団体に対しレポート(事業報告)を提出 

 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

   ・特になし 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG 以下、3～4枚程度） 

 

  


